
 

 

 

 

神戸の絆ネットワークでは、「防災・安全・安心」をキーワードとした自治体職員の絆を

広げるためオンライン会議を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆登録期間◆  平成１８年 １月１１日（水）～ 会議終了日 

※会議期間中でも登録が可能です。ただし、事務局の都合で ID とパスワードの

返信に時間を要することもあるので、事前登録をお勧めします。 

 

◆会議期間◆  平成１８年 １月１７日（火）～ １月３１日（火） 

 

◆参加資格◆ 

 １ 自治体の職員及び元職員（「神戸の絆」登録会員以外もＯＫです） 

 ２ 防災についての知識及び学識を有する者（大学など研究機関に所属する者等） 

 

◆参加登録方法◆ 

○ 参加（オンライン会議への投稿）を希望される方は、①氏名、②所属・役職（ex.

神戸市危機管理室主査）、③プロフィール（防災関係の略歴や現在の職務内容など。

２００字以内）を本文に記載した電子メールを、sec@kobe-kizuna.net へ送信し

てください。事務局で確認後、ID とパスワードを返信します（７２時間以内に返信

メールがなければ、事務局までご連絡ください）。 

○ 第１回又は第２回会議の登録者も再度登録が必要です。登録希望者は、氏名のみを

記載した電子メールを sec@kobe-kizuna.net へ送信することで前回までの会議と

同じ ID とパスワードで投稿が可能となります。 

「神戸の絆」ネットワーク 広報誌（平成１８年１月１1 日号） 

第３回オンライン会議 開催のお知らせ 

「救援物資の受入れと配分」について 

第３回テーマ 「救援物資の受入れと配分」 

 今回のテーマは、「救援物資の受入れと配分」を扱います。１０年前の阪神・淡路大震災では、昼夜を問わず物

資の受入や仕分け、避難所等への配送が行われたのですが、マンパワーの絶対的な不足に加え、受入場所の確保

や仕分け・配送の混乱もあり、避難所等への物資への供給に混乱をきたし、配送拠点に膨大な在庫を抱えるとい

う状態も発生しました。 

 一昨年の新潟県中越地震でも、発災から数日間は避難者に対する食料や生活必需品が不足し、備蓄物資のあり

方が問題となりました。さらに、交通網の麻痺や情報の錯綜により、災害救援物資をどこに届けて良いのか分か

らず、それらの運搬や配分に支障が生じるという事態もおこり、１０年前の教訓が必ずしも生かされていなかっ

た現状があります。 

みなさまの阪神・淡路大震災での経験や、新潟県中越地震などそれ以降の災害での経験を踏まえたエピソード

やご意見について、情報交換を行いたいと思います。 


